
総社市市民提案型事業

西郡地区の絆を推進する会

西郡自治会、山手公民館西郡分館



西郡地区は人口が急増

山手地区（西郡）

平成17年3月
（総社市合併時）

4,273人（969人）

令和元年８月

5,205人（1,429人）
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住民が急増する西郡地区で、地域の歴史や文化を継承し、
安全で安心して暮らせる住みよい西郡をつくる。

（１）自治会、公民館分館、消防団など地域の諸団体と協働
して、地域の安全と安心を確保する活動を主眼とする。

（２）「防災シンポジウム」開催し、地域の皆さまの関心と理解
を深める。

（３）これを契機に、地域の安全と安心を確保と生活に役立
つ情報を的確に提供し、地域の歴史、伝統、くらしなどを新
たな住居を定められた方々や若い世代に継承し、地域の一
体感を高める。

（４）活動を通じて、地域づくり・絆づくりに意欲ある人材を発
掘し、地域の将来を支える次世代やリーダーを育成する。



平成30年7月豪雨の発生

安全・安心 「晴れの国 岡山・総社」の印象が一変



平成30年7月7日防災ヘリ撮影

下原地区の被災状況



防災に関する講演会の開催

平成２７年
平成２８年



地域の洪水・土砂災害ハザードマップの周知（平成30年8月号絆塾ニュース）

県道270号線（清音真金線）以北は、２～５mの浸水が予想されます。近隣には、土砂崩れ

が想定される地域もあります。 避難指示がでた場合は、山手公民館または小学校に避難く
ださい。詳細は、「西郡の歴史とくらし（くらし編）」７ページ、市ホームページなどをご覧くださ
い。



被害状況の緊急調査を実施（平成30年9月号絆塾ニュース）

福山頂上東鳥居から下へ約３０ｍ
山から崩れて道をふさいでいる

八畳岩横の道、岩横から崩れ
て道をふさいでいる。

頂上東の鳥居から下へ約２０ｍ、道の
２／３が下の片山側へ崩れる。

岡谷地区で発生した土砂崩れ

宿地区で発生した土砂崩れ北の幸山側から登り道が崩れ
ている。



地域防災への取り組みの強化

「西郡地区の防災を考える会」の発足（平成30年9月）

１ 参加団体

自治会、消防団、土木委員、民生委員、福祉委員、子供会、シルバークラブ

分館運営委員、絆塾など11団体の代表など１７人が参加した。

地域内の災害発生危険箇所の事前調査、高齢者や避難弱者の方々の避難に

向けた連絡体制や見守りの強化、事前把握の必要性などについて議論した。

２ 第１回会議（9月29日（土）公正館）

①７月豪雨災害 総社市の被害の実態などについて

総社市消防署教養訓練係 主査 永野 男 氏から凄まじい災害のつめ跡や

発生直後からの救助活動の実態をパネル写真も交えて説明を受けた。

②気象変化が与える災害発生のへの影響について

絆塾から、地球温暖化による気候変動が今までの防災インフラの想定を

越えていること、また南海トラフ大地震で想定される影響について報告した。

３ 第２回会議（12月22日（土）公正館）

水害とアルミ工場爆発事故に遭遇したにもかかわらず、1名の犠牲者を出すことな
く全員避難を達成した下原地区の自主防災組織副本部長の川田一馬氏をお招き
し、被災状況や自主防災組織の活動についてご講演をいただいた。



「総社防災シンポジウムの開催」

真備町のお生まれで今回の西日本
豪雨災害に遭遇された高知県立大学
大学院教授神原咲子先生（専門：災害
看護学、総社高校ご出身）をお招きして
災害時における健康支援活動について
ご講演をいただきました。

また、洪水と爆発事故に遭遇したにも
かかわらず１名の犠牲者を出すことなく
住民全員の避難を達成した下原地区
の自主防災組織川田一馬氏から避難
訓練の重要性について、今回の災害に
おいて多大な医療支援をいただいた
AMDA理事難波妙氏（山手在住）から
AMDAの医療支援についてご講演をい
ただきました。

パネルディスカッションでは、講師の
先生方とともに、総社市の防災関係
者、地域防災を担う関係者の皆様と今
後の地域の防災のあり方を探りまし
た。



高知県防災組織視察研修への同行

特定非営利活動法人そーる 片岡奈津子氏



総社防災シンポジウムの開催

高知県立大学教授神原咲子先生による基調講
演の後、地域の防災を担っている関係者によるや
パネルディスカッションを行い、地域住民、防災関
係者など１８２名の方々に参加いただきました。

片岡市長
今後の防災への取り組みについて

神原咲子先生
「いまこそ考え直そう！！健康と生活と災害を」



基調講演

下原・砂古自主防災組織副本部長の川田一馬氏から

は、犠牲者ゼロは奇跡ではなく日頃からの訓練のたまも
のであること、更に山手地区ご在住でAMDA理事の難波

妙氏からは、市の災害対策本部と連携したて様々な医療
援助やAMDAの活動について講演いただきました。

川田一馬氏
自主防災組織の取り組みについて

難波妙氏
「AMDAの災害支援について」



パネルディスカッション

地域の防災を担っている「そうじゃ防災士の会」や山手地区各自
治会防災責任者、さらに総社市等の防災の強化にご尽力いただい
ている市関係（危機管理室、消防本部、社会福祉協議会）の皆様と
ともに開催し、フロアーからも数多くの質問が寄せられ、時間を３０
分間延長するほどの活発な討論が行われました。



防災展示

１階フロアでは、「おかやま Free Wi-Fi」を活用した防災サイトの

検索、総社市の中・高校生のボランティア活動を紹介した「がんば
ろう総社」の放映、防災用品、被災状況の展示を行いました。

↑

おかやま防災
ポータルなど
の紹介

← 「がんばろう総社」の
放映と防災用品の展示



※連絡網の整備
要支援者名簿の作成
・避難行動要支援者名簿（市町村に作成義務）の活用
・高齢者・障がい者・乳幼児等の要配慮者の把握

安否確認方法の確立

※災害時緊急伝達の方法

※地区内危険個所の調査と住民への周知

・危険な水路把握

・地区内ため池の点検

・土砂崩れの危険性の把握

※自治会自主防災組織の発足へ



「防災編」の発刊

今後の「西郡地区の防災を考える会」の活動よって得られる様々な
防災情報（危険箇所、避難場所の案内、避難訓練、過去の災害の記
録、ハザードマップなど）をまとめた「防災編」を発刊し、地域情報誌３
部作としてとりまとめ、地域の安全に資する。



令和元年８月８日付
で認可

令和２年３月末を目標



総社市の「緊急告知ラジオ こくっち」と「歩数計リーダ」を公正館玄関に設置した。
７月豪雨発生時には、「こくっち」の効果を確認できた。また、災害時も利用できる地
域共用パソコン2台を設置し、リアルタイムに様々な情報を活用できる態勢を整え
た。

県立大学学生ボランティアによる
子どもたちのインターネット検索の活用



地元の諸団体と共同して様々な市民参加型事業を開催している。



伝統行事を活発化するため、ポスター作成や軽トラ広報車の運行などの役割を担っている。



絆塾ニュースの毎月発刊



絆塾ニュースによる防災情報の周知
絆塾ニュース8月号

地域の一体感を高め、情報の共有を図るため、
アパート世帯も含めた全戸（約４６０世帯）に届けている。



今後の取組
（１）住民が自主的に参加できる避難訓練、危険箇所の調

査、避難経路地図の作成などを行い、地域の安全と安心を
強化する。

（２）「西郡地区の防災を考える会」の活動などによって得ら
れる様々な情報（危険箇所、避難場所の案内、避難訓練、
過去の災害の記録、ハザードマップなど）をまとめた「西郡
の歴史とくらし」（防災編）の編纂を目指す。

（３）マニュアルの整備、出前講座、イベント開催の機器操作
の応援などにより整備した情報機器の活用を促進する。

（４）地域の残る映像、記録、文書などを収集・映像化し、地
域の伝統や文化を若い世代や転入された方々に継承する。

（５）令和２年春の共有地の自治会移管を目標に、事務作業
を着実に進めるとともに、管理態勢の検討を進める。 24


